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4月から

議
会
議
長

笹
野

康
男

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
平
成
２０
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
本
町
に
お
い
て
は
幸
田
中
学
校
体

育
館
・
中
央
公
民
館
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場
の
完
成
を
始
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
生

活
に
直
結
し
た
施
策
が
展
開
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
国
道
２３
号
岡
崎
バ
イ
パ
ス
も
開

通
し
、
幸
田
須
美
イ
ン
タ
ー
周
辺
で
は
、
工

業
団
地
の
造
成
も
進
み
、
本
年
６
月
頃
よ
り

一
部
操
業
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、

交
通
・
経
済
面
で
の
ま
す
ま
す
の
発
展
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

私
ど
も
議
会
と
し
て
も
、
町
民
の
皆
様
一

人
ひ
と
り
が
よ
り
安
全
に
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
に
向
け
て
、
日
々
研
鑽
し
、

更
な
る
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈

り
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

１２
月
定
例
会
は
、
１２
月
４
日

に
招
集
さ
れ
、
２６
日
ま
で
の
２３

日
間
開
催
さ
れ
た
。
幸
田
町
議

会
の
議
員
の
報
酬
・
費
用
弁
償

及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
単
行
議
案
１３

件
、
補
正
予
算
関
係
で
は
、
２

件
の
議
案
、
追
加
議
案
１
件
が

上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
し
た
。
そ
の
他
陳
情

５
件
を
審
議
し
、
不
採
択
と
し

た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案「
地

方
税
財
源
の
拡
充
に
つ
い
て
の

意
見
書
」
の
提
出
を
可
決
し
た
。

一
般
質
問
で
は
、
６
人
が
町

政
の
問
題
点
な
ど
を
た
だ
し
た
。

中
学
校
卒
業
ま
で

医
療
費
が
無
料
に
な
る

幸
田
町
乳
幼
児
等
医
療
費
の

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
。

Q
町
負
担
分
の
総
額
は
。

A
約
１
億
５
５
０
０
万
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

Q
対
象
人
数
は
。

A
約
６
４
３
０
人
で
あ
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

議
員
報
酬

2
万
円
引
き
上
げ

幸
田
町
議
会
の
議
員
の
報

酬
・
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
。Q

議
員
定
数
の
削
減
後
の
議

員
報
酬
引
き
上
げ
は
、
住
民

に
理
解
が
え
ら
れ
る
か
。

A
議
員
報
酬
の
あ
り
方
・
近

隣
市
町
の
状
況
か
ら
必
要
で

あ
る
と
の
判
断
か
ら
で
あ
る
。

Q
町
負
担
分
の
総
額
は
。

A
約
５
３
９
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

（
反
対
２
・
賛
成
１３
で
可
決
）

区
長
報
酬
な
ど

5
％
引
き
上
げ

幸
田
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
・
費
用
弁

償
の
条
例
改
正

平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
。区

長
・
教
育
委
員
・
学
校
医

な
ど
の
報
酬
が
５
％
引
き
上
げ

ら
れ
る
。（

全
員
賛
成
で
可
決
）

の
し

会
ま

例
ら

定
あ１２月

体育の授業風景（北部中学校）

2● 平成20年2月1日



岡
崎
額
田
地
区
の

農
業
共
済
組
合
が
解
散

岡
崎
額
田
地
区
、
衣
浦
東
部

地
区
、
豊
田
三
好
地
区
、
西
尾

幡
豆
地
区
の
４
農
業
共
済
組
合

が
合
併
し
、
新
た
に
「
西
三
河

農
業
共
済
組
合
」
が
設
立
さ
れ

た
。
平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら

事
業
を
開
始
す
る
。

事
業
区
域
は
８
市
５
町
に
広

域
化
す
る
。

合
併
に
よ
る
主
な
効
果
は
、

事
業
区
域
の
広
域
化
で
共
済
事

業
の
強
化
。
組
織
体
制
の
合
理

化
。
民
営
化
に
伴
い
、
建
物
共

済
で
新
た
な
事
業
収
入
の
確
保

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

Q
地
域
が
拡
大
す
る
こ
と
で

農
家
の
声
が
届
き
に
く
く
な

ら
な
い
か
。

A
地
域
ご
と
に
担
当
者
が
い

る
の
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

な
い
。

Q
財
産
処
分
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

A
今
ま
で
の
積
立
金
な
ど
は

新
組
合
が
引
き
継
ぎ
、
残
金

は
、
岡
崎
市
が
事
務
処
理
を

お
こ
な
い
、
負
担
割
合
で
分

配
す
る
。（全

員
賛
成
で
可
決
）

主
な
単
行
議
案

●
幸
田
町
長
期
継
続
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約

を
定
め
る
条
例
の
制
定

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

●
幸
田
町
母
子
家
庭
等
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正（

全
員
賛
成
で
可
決
）

●
幸
田
町
心
身
障
害
者
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正（

全
員
賛
成
で
可
決
）

●
幸
田
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

一
般
会
計
補
正
予
算

1
億
5
8
4
0
万
円

補
正
の
主
な
内
容

○
教
育
施
設
整
備
基
金
積
立
金

２
６
４
１
万
円

・
学
校
等
教
育
関
係
施
設
の
充

実
の
た
め
の
積
立
金

○
一
般
廃
棄
物
集
積
施
設
整
備

事
業
費
補
助
金

６
０
万
円

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設
補

助
費

○
ふ
れ
あ
い
農
園
整
備
工
事

４
５
万
円

・
ふ
れ
あ
い
農
園
拡
張
整
備
費

○
集
落
環
境
整
備
工
事
費

２
５
０
０
万
円

・（
仮
）深
溝
運
動
場
の
防
球

ネ
ッ
ト
整
備

○
都
市
施
設
整
備
基
金
積
立
金

１
億
円

・
将
来
の
大
型
都
市
基
盤
整
備

の
た
め
の
積
立
金

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

特
別
会
計
補
正
予
算

●
幸
田
駅
前
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算

２
０
４
万
円

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員

原

陽
子

（
岩
堀
区
）

再
任

任
期
３
年

（
全
員
賛
成
で
答
申
）

議員提出議案
「地方税財源の拡充についての意見書」を提出

地方法人二税※の見直しに反対し、地方税財

源を国に強く求める必要がある。

（全員賛成で可決）

※地方法人二税とは

法人事業税・法人県市町村民税

陳 情
●介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充

についての陳情書

●深刻な医師不足打開のための法制定を求め

る陳情

●看護職員確保法の改正を求める陳情

●保険でより良い歯科医療の実現を求める意

見書の採択を求める陳情

●「現行保育制度の堅持・拡充、保育・学童

保育・子育て支援予算の大幅増額」を求め

る意見書提出の陳情書

（以上５件賛成２、反対１３で不採択）

補正予算

トラクターで耕起作業
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